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　　　　　　緒言　　　　　　　問刎防に焔麟死・醐凱泓の脇く，　、X・；vl，gli続
　石灰鑓素による中毒例は従恥からしばしば報告され　　　投与による研1売は少い。これらの点から，著寝はイヌ

ていたが・その中伽こついて傑くi騨的悶耽溺1た　に畏期にわたつて欄がく鱗搬与し，縮醜おつてそ

ことetk少い・また搬にみらオ1る・構伽謁くは創・k　の燃轍棚棚盛1その他への㈱陸しらべ，さら㍑

Fl嚇嘱するもので，こ酬1’魅Si・b・・tの，　Gtir－一　のさし・Al・・h・1掘糊L．たときの酬kの」醐の撫，

tiner②によりお・な繍ていゐ．儲も前編にお・・　ならび蘭ら力心欄1靴炭款よる轍醐干1聴を

て主として急性中毒ならびに一般藥理作Jll　tzこついて述　　　おこさせたイ緊における，長期投与の影響などについ

べた。しかし石灰蟹棄製造エ場従業鼠はたとえ急性中　　て研究をおこなつた。また併せてラツトの体重増加曲

襟をおこすに到らない微景であつても，憂期にわたつ　　　線にたいする石灰鑓素および凋侭窒醤｛・Alcohot併用

て吸入されることが考えられるから長期微蹴吸入によ　　　の影響についても観察をおこなつた。

る慢性中毒の危険も生じてくる。実際赤羽⑰は石灰窒

素製造工場従鞭の融で，一搬剛1袴搏が雛でrtaEE，　　　実験方法
の低いものが多く・自覚的｝こも倦1愈感，疲・ン撚やf’礫　　・撒亜力物：繍7－13kgの榊載犬9匹を蝦【…撚

「穂切れや心悸，’雌を言斥えるものが多いことを述べ，　胸ず，外見Ll糠昂忍められるものdefllい，食餉叡

慢性中蛮の危険を指摘した。とくにほとんど全員に飲　　瞥通食餌（残飯・味1曾汁，魚肉等）を1日1回，欲ナ

酒にたいする耐性の低下がみられたことを述ぺてい　　　るだけの鼠を与えた。

る・赤羽ら④はさらに石灰鱗一AI・。h61併用・禰　
さら峨蝋験の目的で，体卿．5～2．、4kgの轍

について人体実験をおこなつている。最近赤羽ら⑥は　　約2ケ月の同腹幼犬4匹を用いた。同じく体璽増加lltl

Alcohol悪酔の観点から「Disulfiram様血中Ace一　　線を観察する目的で体電169・一・23ユ9のラツトを用い

t・1d・h・d・舗僻1」④と関連しGil膣素のAl一　た．ラ・トの水，鯛（穀類1蝶漁伽どのeea

cohol耐性低下について論じている。このように石灰　　　食餌）は自由摂取とした。

窒素によるA1・・h・1醐三の低下は石膿素の甥作　　徽薬物・肥料用粗製石1膣勲使肌た。石灰窒

用のうちでも特異なものであり・5糖蓬・石灰鱗前処　素は三誠分であるC・1・i・m　Cy’・n・mid・rCaCN，）

置動物にAlcoho1を投与すると・特異な反応が生ず　　　と黒鉛質炭素の澄合物であり，その組成は製品により

ることを観察している。Cavallazzi⑦，　Gtirtiner②，・　　多少の差異がある。その化学的性質ならびに分析表は

久保田⑨も撒窒勲幡はA】・。h・1の併肺・よつ　第・編で述べたごとくである。

て増強することを観察している。しかしながらこれま．　　実験操作：イヌに石灰窒素をカブttル談たはオヅラ

でおこなわれた実験は・主として急性中毒ないし短期　　　一・nyトにつつんで，週6回経口的に投与した。投、与鍛は
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1回O．　05・－O．　5g／kgである。0．5911璽を用いたさいほ　　　いことが観察された。併rfi群彫叡単独群に比し，体〒嚢増

消化器陣1・1が強烈で，嘔吐。下痢が激しく一一“般状態が　　　加が少いか，あるいはかえつて減少した。

著しく侵され，長期投伊が目膜佑となつたので，減黛あ　　　　A般状態ではillrl者にとくに博明な準が認められず・

るいは一時投与なiII：Lた例が多い。薬物用既1：は成犬　　　金例ともイー1灰蟻素投与後糊内欝とともに，投極石灰漿

では主としてO、3sr／l｛g，幼犬ではO・k－一一〇．2g／k騒であ　　素の嚴とんど全fll二と1＆1．わオ1る」ll：をltL出すゐことが多か

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・った。下痢も多く認められた。食慾はごく不良であつ

　ラツトには石灰窮素を水に溶解し，不溶性残潜な除　　　た。

いた濾液を，金属胃管を用いて投与した。投与設は前　　　Hb鼠・血隷数では第2例を除いては・併用例。単

編の実験でえたLI）r｝t，（430mg／100g）の約1ん1｝に相　　独例セこ密しい譲を認め難い。この第2例（併用例）で

漏する20mg／1（】0寓を週611‘11矯与した。　　　　　　　　　はHb　t’／／ll：および赤前L駅数が，死ljご数日Ili∫より博しく

　またAlc・h・lll棚による不，腱羅1の灘LI醐な郷，　急激に減ろレした。この例では”鹸に」：り商度な腸聯f

するために，石灰1’1，K，1；lil・とAlcollo1なθ1・用したが，その　　が認めら才1たが，イ1灰鰯｝1にil藤原囚をイぎ寸るかどう．’

Alcoho1投与鍛はイヌで儲211v／v％液5cc／kgで週2圓　　　かは朋らかにす為凱とはできなかつた。

経口投与なおこなつた。ラツトにはユov／v％液2cc／、10　　　小括：全例を」臼蔓じて1三として消化器1；堵hllが言忍めら

09の割合で週3回経rl投与なおこなつた。Alcohal投与　　　れ，食慾不振・‘ll’lii，ll・1111縫L・衰5jl｝が強く，イ；灰蟻索に

はいずれも石灰竈糊斐与2ないし3時閻後であったQ　　　よるtll腸粘膜のか癒り高度の1；1占ヒカ・掛乏ら’｝1るb事爽

　さらにあらかじめlll障轡がある場合の：石灰鏑素のlu　　鶴1彦歩な剖見すると，肉眼1「1りにも全例に1・鼎竣なカタル性

性を研究するEi的で，イ・1灰躍¶投与前に四塩化炭紫投　　　変化が認められ・甜i織螺貫的にも籾F，2iの炎淵象がみられ

与犠こおこなつた，その｝1は1cc／k繕で，　ll舶に鰍7　た。併Jll例の第2例においては・W正b、静赤ln戯数の

～81亜II　FI管な用いて1貸与した。1噌験にあたつてはイヌ　　著しい減少が認められたが・こダ）例でば高度の｝1勤、ll工横

をつぎの4群にわけておこ・liつた。石灰鰹：網融投．b－一　が認められている。こオ1’らの撒では必ずし4・Alc・一

騨，石灰嚢索一Alcohol併Ill群，四燃化炭累前処置・　　hol　vrmよる石灰窺素の毒性の増弓垂1は～軟llり習しい4・の

石灰窒i素投与群，四塩化炭累前処置・眉1痕窯購一Alひ　　　tAt認めることts．でぎなかつた。

ohQ1併用群。これらの4群にっき，各処置をおこな　　　少数例であるので明確な結論なうることは困難であ

う前および処蹴中ないし処ll脂麹こ，つぎのごとき点な　　　るが，以上の成績からみてつぎの点が断えられる。ま

中心に検索した。赤1貢L球・霞唾L球。lnL色素および1CIL液　　　ず石灰窯素投与｛ll：が％1ナれぽ，死亡までの全経澱H数

像検査は型のごとくおこない，肝機能検鰹法としては　　　が短縮するが，その他の点では蕩明な艶がない。

Hepatosulfalein試験，－血液膠質反応では高lll反応　　Alc（，ho1併用例のCft．　5力鎌独例より全経過が実蔵かくレ

（Jetzler氏変法）・Weltmann反応一＝バルト反応、そ　　　体電増加度が低く，沸【ill．BR・白1血L球減少がやや著1り1の

の他チモール混濁試験をおこない，尿ではMillon反　　　傾向にある。即ちAlcoholが照1灰窒季1の‘f孟性を増強

応・ウPビリノi－一ゲソ反応。ウロビリソ反応等を参考　　　する傾向が認められたo

として用いた。腎機能検査としてはPSP（Phenols－　　　　2・TiJU（鰻素細よび不1灰鰻素一Alcoho1併♪租投与

ulfonphthalein）を用い，その静注による膀胱内初発　　　　がラツト体露曲線におよぼす影響

時間を測定した。その他尿では螢白。糖・ビリルビソ　　　3群に分け，　1群（対照群）を4匹・K群（籍灰窪

検査をおこない，岡時に体飛・食慾等の一一一般状態を併　　　素単独投毒群）8匹・m群（J｛ii灰窒素一Alcohol併用

せて観察した。さらに肝および腎については病理組織　　　投与群）8匹とした。各群とも雌雄ほぼ同数となるよ

学的検査をおこなった。　　，　　　　　　　　　　うに，まま各群の平均体重がなるべく一致するように

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配した。全縫過90日閲の観察をおこなつた。

　　　　　　巽験成績　　　　　　　　　　成絃：第1図にみられるごとく，対照群でi＃．eg．ぼ順

　　　1．幼犬における石灰鐙索、単独および石灰窒素　　調の体重増加がみられるが，正群では著明に増加率が

　　一AICQhol併用経口投与の影響　　　　　　　　　低く，さらに皿群ではほとんど増加が認められなかつ

　成績は一・括して第1褒にまとめた（第1褒）。　　　　　た（第1図）c

　致死にいたるまでの経過は石灰窒素投与量の多い例　　　　なお各群とも経過中α｝－70日ころ体重滅少を示し

ほど短かく，さらに石灰窒素単独投か例（以下厳独例　　　たものもあるが，この変化は爽験時期がたまたま夏の

ないし単独群と記す）よりも，石灰窯素一AlcohQl併　　　土用にあたり，気温が異常に高い時期であつたので，

　　　　　　　　　　　　　　し用例（以下併用例ないし併用群と記す）のほうが短か　　　これは薬物投与の影響のほかに考慮した。
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第1糞　　　石灰窒素単独および石灰禦素一Alcoho1併刷愛与後の」血液像その他（幼犬）

　　　　　　　　　　　　

幼燃物癒転1難賑
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．。噸、，。，，　　　　　　＿”・・一．、　　白【鱒鱗｛については・桿状燃帥球がや制憎え・核

競綴繍，　　／・〆．　㍉　ソ訪伽の傾向が擁かのごとくであるが諮明嫉
　　　｛蝋“　　／／°　　　　、　化とは認め難い（第3叢）。
　　　　　，／’！一一A－・一・・…一．一一．ffpta／　　［隅撒鞭は㈱伽11例のみ蘭臓轍1・易性

．詞グンa／　＿＿＿一　・・D・棚・徽．・の例（第・例）錨・燃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0，lg／k銭1411輔，0。2鱒／kg　1，1隅，　Alcoh“126　v／v％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fcc／k理10回投与後である。しかし木例における他の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”　　4’　”　　H’　．“1）　肝機能検査法では槻嘱性磁勲認めていない諒た

第1図 A識騨矯聯爾講蘇　他のいずれの例剛…，各畿撒燃・よ繍勺
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　励ζ糸疏｝よえられなカivr）象：（笛45縫）o

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瞥機能の一・端を知るたムもにおこなつたPSP膀胱内

　小括：石灰鰻素はラツトの休煎増加を阻害し，さら　　　初発時闇は，全例とも全経過中正常値を示した。その

にAicoholはその傾向を助長するものと認めた。　　　　他尿の蛋白・糖・ウvnビリソ・ウPビリノーゲン。ビ

　　3．　成犬に石灰窯素畝独および不1灰窒素一AIcレ　　　リルビソ・癌的有形成分も陰性であつた傷4炎）。

　ho1併用経口投与した慮績　　　　　　　　　　　　　死亡例を韻灸した結果，2例とも消化管のカタル性

　成績は一括して第2衷にまとめた（第2表）o　　　　　変化があつた9第1例は食道の背側，上部より1／3の

体霞減少は薔明で単独例（第3例：0，19／1〈g13回，　　　部f立に濃瘍な有する慮径約4・・crnの「匝瘍があり，．該部

0．59／kg　4回，0．39／k932圓）では，投与前の体電　　　が穿孔して縦隔洞に沿つて多燈の出血が認められた。

を100％とすれば100日後には41％の滅少を示した。　　第4例においては高度の肺炎像が認められた。

併用例中死亡例2例（第1例および第4例）におい　　　小括：幼犬における成紙と同様｝こアルカ州lllの石灰

て，その死亡までの経過臼数と石灰窒素投与量とは併　　　窒素は，胃腸粘膜を障轡して食慾不振その他の消化器

行関係を認めなかった。また生存例の体重減少粥も，　　症状をおこし，全身を衰弱させる。しかしその消化器

単独例のほうがかえつて併用例より高かつた。これは　　　障鴇をAlcoholが助長するかという点では，確かな

経過日数の差にもよるが，石灰窯素投与暴：が過量で、　　　結果をえられなかつた。血液鍛におよぼす変化は特異

胃腸障警が強烈であつたので比較を囲難にした。　　　　　なものは認め難い。すなわち血球数・白血球種類・

　一般状態については幼犬における成績（第1表）4　　Hb量からみて，石灰窒素は血液ないし造血臓器にた

同様で，石灰窒素投与後の嘔吐・食慾不振・轟尖の乾　　　いして重大な毒作用は少いと思われる。またAlcohQ1

燥・下痢等が強く，石灰窒素投与回数が増えるにっ巾．　　を併用してもとくに著しい差は認められなかつた。

て，高度の褒弱を示し，自由運動は減少し常時横臥す　　　　っぎに肝機能であるが，石灰蟹素一　Alcoho1併用

る。食餌にたいする関心も示さず，強制的に起立させ　　　例に1例高阻反応強陽性（Hf）が認められたが，本例

てもiちに横臥する。また強制的に伝行させてもまん　　　においても他の検査法では陽性を示さなかつた。その

さく状である。球結膜の螢撹は全例とも認めなかつ・　　他の金例においても各櫨検奇法で肝機能障轡を認めな

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かつた。従つて今四の実験から石灰鑑素が肝の重篤な

　Hb鍛および血球数においては，一矩の変化は認め　　　障轡をもたらすという結論はえられず，またAlcohol

られず，その経過中各例によつて増減不定であつた。　　　がその障警作用を助畏するという断定を下すことはで
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第2表　　　石灰矯矧・1単独および澗灰常棄一Alcohol併1・目投与後の一般状熊その他（成メこ）

成　　犬

2Vo．3　6

2Vo，1　？

鞠轍 到葬饗もlil：IA　1・・盗＿璽∫茎篁．一般状熊

N°・　2a，　IAIc・併用151生1。．3

鐸1：1識1　1雛1（0。1～O．5　0…3）

　　　　　　　　体∫Ek9当
　　　　（臼）　　投与一｝武
単｝宸P60婆階鯉o．5）

　　　　iAi・・併nli！5死　゜・！

　　　　　　　　0，1、ヘノ0．2

疫与．投与

1轍1轍前睡瞳告坐1雑1鯛嘔吐1糊

43

13

27

19

16

0ト13・5841（％）

51玉2．5　9　　　28
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誰：前および後1は石灰窒素投与前隆を示す。投与臥の（　）内は短期間使用融を示す。

第3－SS　　　　　石灰蟹素噂独および不f灰窺講一Alc〔〕hol併∫’lil投与後のi鼠液像ぐ成犬）
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第4炎　　石灰蟹素灘独お。kび石灰窒素一Alcoho1併用』登与後の肝機能i，腎機能検査成緻（成犬）

成　　　　大 薬　　物

2＞b．3　　．K　｝単　　独・

N・．・1・　IA・・併用

N・・2SIA1・・併用
2Vα4　al　Al・・併用

N…561　Ai・・併用

高　田
反　応
（血清）

（一）

（一）

（帯）

（一）

（一）

鞭臨｝艇iu。P．

≦3ρ哩｛！l反応

2（％）｝c－）

痕　跡

　3
　1
　2

（一）

（一，

（一）

ウロ　ビ　　ウし讐ビリ

リ　ン　　　1ノ帥一ゲン

反　　応i簾　　　応
　　　1　　．tg　　＿

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

　PSP
初発1時r間

3ズ40〃

3／18”

3！30”

3！20”

　　　　　1服

蚕冨滋『 u諺ガ
（一）

（’一）

（一）

（一）

（一）

（1一一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一）

（一：）

きなかつた。しかし石灰窒素灘独では肝を障害するこ　　　処｛　taH　．四塩化炭素投与後および以後石灰窒累投与巾

とは少いが，Alcoholを併用すれセま肝障害をおこす　　　に経過をおつておこなつた。とくに50日後，100日後

可能性があることを否定することはできないのでつぎ　　　の成績を目擦とした。肝機能検資法としては前詑のこ

の実験を行つた。　　　　　　　　　　　　　　　　とく，Hepatosulfalein試験■　＝”・：ルト反応。We｝t－“

　　4・成犬をあらかじめ四塩化炭素で処置したの　　mann反応・高田反応・チモール混濁試験・Millon

ち1荷灰蜜素単独および石灰窒素一AlCohQl併用経口　　　反応，その他尿ウPビリノーゲン反応等をおこなつ

投与をおこなつた成績　　　　　　　　　た。併せて体酬1掟・伽糟定等もk・こなつた。この

　あらかじめ肝障害がある場合に概灰窒素蝋狐ある　　　爽験ではいずれの例でも四塩化炭素7～8回投与する

いは石灰蟹素一一Alcoho1βF用投与すれば肝障鴇がさ　　　までに上記いずれかの検査法で病的陽憐を示した。

らに増強されるのではなかろ勃・と考えて以下破験　　また前述の1タ搬では制燃隷嶺が，i’く，矧犬が

をおこなった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　強烈で衰弱甚しく，予想外に早く死亡したり，あるい

　4匹のイヌを用い，四塩化炭素1cc／k繧を胃管で淀　　　は石1天禦素の投与をF：1－i断せざるをえない例が多かつた

入，1日1回隔日に7～8回投与した。肝機能検査は　　　ので，この実験においては減盤して（0．059および
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o・19／kg）投与した・なお四塩化炭素7～8回投ケ後，　　　チモール混濁試験：併用例2例中1例が∫齢勺値を示

肝機能検査成績上の変化以外には，いずれの例におい　　　した。

ても全身的あるいはrflL液像にも変化を紹めなかつた。　　　　MiUon反応・ウロビリソ反応・ウpaビリノーゲソ

　体重減少は併用例に著しかつた（第5蓑）。　　　　　　反応ではいずれも有意の変化を認めなかつた。

　㎜般状態については前述の実験とほぼ同様である　　　PSPの膀胱内初発時間検査では併用例のうち1例

が，併用例では単独例に上ヒして中街症状の程慶がやや　　　（第9例）において，石灰窟素一A［coho1併∫ll投伊1（」0

著しく見うけられた（第6表）。　　　　　　　　　　　　日後において遅延が認められた。しかし他はいずれも

　通腋像では，Hb量が石灰窄累単独投ゲ例もAlco一　　正常値であり，全例とも尿螢白・糖・ビリルゼンウよ険

hoi併用例も全例に低下ヵミ認められた。赤［血L球数は全　　　性，病的有形成分も認めなかつた（第8表）。

般にやや減少しているが，ごく蝶度であつた。白前1球　　　以上を小括すると，前述の樹火窒素単独およびAI一

数は変動が大ぎく明らかな変化は認めなかつた。白1丘L　　coholとの併用実験では，後者が荊者より肝［蹴1愉お

球種類についても著変を認めなかつた（第6表）。　　　　こす可能性が大であろうと考えられたが，本実験によ

　肝機能検査成績（第7表参照）　　　　　　　　　　　りAlc。ho1併用が石灰蜷素の毒悔な増強することが

　Hepatosulfalein試験：単独例は喫験終了II壽擦で正　　　明ll・かとなつた⑪

常値であつたが，石威窒素一Alcohoi併Ji］例は増恕を　　　　5．肝および腎の組織学的検1蘭戊績

示した。　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　死亡例セこおいては死後に，四樒化淡素前処膝群（金

　1后噛コバルト反応鎖捌ll　fl棚いずれもほぼ剛tkに　　例生粉では実験経過100日以後に一臓器の試験切片

右側反応を認めた。　　　　　　　　　　　　　　　　　をとり，これを組織学的に検査した。

　血清Weltmann反応：全例とも右偏の傾向を示し　　　ダピ亡例（石灰窯素単独投専例1例，石灰鰯素一A1一

た。単独例のほうが右偏（増悪）　の傾向が大であつ　　　coho1併用投与例4例）では全例とも同傾向，同程度

たが，併用例では石灰繁素投ゲ前の徳がすでに霜偏し　　の変化が認められた。すなわち肝は巣状の出血を1！rつ

ていたため比較は困難である。　　　　　　　　　　　た肝細胞の壊死崩壊がHだち，一般に肝細胞は高度の

　1血清高田反応：全例とも不了灰窺累投与前は（一）で　　　脂肪変性におちいり，空胞性で核が濃叢1κ状熊とな｝．）．，

あつたが，石灰蟹素投ケ後併用例においては弱陽性　　　さらには融解消失像がみられ，澗が拡張してみえ，全

（十）に変化した。　　　　　　　　　　　　　　　　　体として綱状ないし泡状であつた。しかし細胞浸潤等

第5表四塩化炭素前処慨後，石灰窒素融独：h一よび石灰窒素一Alcoho1併用投与後の一般状態その他（成犬）

成　　犬

1Vo．6δ

Ne．7δ
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2Vo．98

薬　　物

単　　独
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全
経
過
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17（％）不振h剛・

21　不振

24　不振

32　不良

’　註：前および後は石灰窒素投与前後を示す。Alcoho11圓投与蟄は20v／v％5cc／k9．

軟　　＋

軟1＋
下痢1十

十

十

第6表　四塩化炭素前処置後，謄灰窒素単独および石灰窒素一Aヒoho1併用投与後の血液像（成犬）

成犬勲臨灘』血球…藤穆霧・鴛）その他
i　前履前後一箭一醸一愉π一後丁箭丁衡・諾衡箭優稲育丁後
1－－t－一・－1

ハlo，6　6

△lo，7　8

ムZo，8　6

濫1継膿1鷹、les81繍1凋15∴91，劇

亙己、，繍lll膿1罰1灘器8i，ll隠，ill，lll9［，il5
ll 奄奄 19

49　　31　33．5

47　130，5、37

　　　　36

　　　　36

8

6

3

6．5

病的」血球

1前1後

註：前および後は石灰窒素投与前後を示すp（ユ00目後）
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6’0
4　0

0

0

0

Q
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　第7表四埆［化炭素前処麟後、石灰窯素醜独および不1灰窄素一Alcohol併JTI　．luu与後の肝機能検査成績（成犬）

．区一祖＿一．一腿懲奮．塗　図照．投r鞍ll逆、購細ぜ醗議、
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第8蓑　四塩化炭素前処蹴後，石灰窒素単独およ　　　　　の炎症性変化はなく，変性壌死像が主要変化であつた

　　　　罐箋翻’c°h°1併騰後の腎機・　（第・図）・

成　　犬　薬　物

2Vα6　δ　単　独

No．7　δ　A！c．併用

2Vo．8　6　単　独

No．9　6　Alc．併用

一一一一一… @　　一一　　　　四塩化炭素前処1澱群では，石炭窯素一Alcoho1併用
psp　－．＿．．＿一＿一一塁＿＿＿　　　例に上記と同様の変化が認められたが，石灰窒素単独

　　　　　　　　　ビリ
初発時間蛋白　糖　ルピ
　　　　　　　　　ン

2／　56”　　（一）　（一）

2’　49”　　（一）　（一）

（一）

（一）

6’　59”　　（一）　（一）　（一）

魏　例では陥・とに1・噌朋・・儲織・膨化が目だつ・

越分　　　みで，著明な変化を認めなかつたo

　　　　　腎組織検査では死亡例の細尿管上皮の壊死変性が認

（一）　められた㈱3図）。さらに胃ブよらびに腸にも高度の

（｝）　炎症像がみられたが副腎嘲織には翻な変化はみら
（一）

　　　　れなかつた。
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第2図　石灰窒棄・Alcoho1併用投与後のイヌの肝臓組織所見

獄隔 @・蓬凝叢礪　麟慧

第3図　イf灰窒素・Alcohol併用投与後のイヌの腎臓組織所見

　　　　　　考　　察　　　　　　　　　　　　　　　処理されると考えられる。かかる見地から今回は肝障

　今回の実験は石灰窒素を経口的に投与したさいの　　　害の可能性を考慮し，肝機能検査に主眼をおいた。事

慢性中毒実験であり，製造工場で実際にみられる粉塵　　　実，肝機能は石灰窒素の投与により障害され，このさ

の経口・経鼻・経皮膚あるいはその他の経路による体　　　いAlcoholを併用するとその障害は一層助長される

内吸収とは多少趣を異にする点もあろう。今回の中毒　　　傾向にあることがわかつた。

症状でとくに目だったものは嘔吐・下痢・食慾不振な　　　　また体重増加試験に用いたラツトは幼弱期を少しく

どの消化器障害であり，剖見によつてもかなり広汎に　　　過ぎており，本実験の目的からみてやや不適当であつ

わたる消化器粘膜のカタル性変化が認められた。行灰　　　た。しかしながら石灰窒素はラットの体重増加を明ら

窒素は水にあえば，かなり強いアルカリ性を呈し，こ　　かに抑制する成績がえ6れた。さらにAlcoholを併

のための局所刺激作用による消化器粘膜のカタルと思　　　用すると，ラツトの体重増加がほとんど阻止された。

われる。赤羽③もウマの小腸粘膜にたいし，湿潤軟化　　　この実験成績からも，Alcoho1は石灰窒素の毒性を増

などの局所障害作用のあることを認めている。多くの　　　強するであろうことが認められた。かかるラットの体

薬物がそうであるごとく，吸収された石灰窒素は肝で　　　重増加阻害作用は，石灰窒素の全身作用とくに肝障害
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に関係を有することは明らかであるが，胃ならびに腸　　態を藷しく1瞬繍し，体敢も箸しく減少した。

管の高度のカタル性変化による食欲不振・嘔吐・”ド揃］　　　2）　．lflt液陳には祷明な変化を認めなかつた。

などによる食餌の擬取の減退｝こよる栄嚢障薪もあずか　　　　3）　肝機能は石灰窯素単独投与によりll醐辱された

つて大なる関係を有するものと思われる。　　　　　　　が，これにA1coholを併用するとさらに増悪した。

　さらにすでに肝障壽があるときは，職灰璽素のM内　　　ことに四塩化炭素によりあらかじめ肝を1鵬llした場合

での処理能力が減弱し，石灰．1ミ計二1の劇望kはますますた　　　は，その傾向が一層藷明であつた。

かまるのではないかと考えて，四塩化燦累による肝障　　　4）肝組織所見では，石灰幣亭1大刷妨群ならび彫こ

警イヌでりさ験をおこなつた。その結果，あらかじめll　1：　　Alcoho1併ll】群において肝細胞の変性が認められた。

障摺が存在するときは；石灰1素によりその障1ゴはま　　　一．－Jh’，四塩化炭素前処禍群（Zily（ま累少ll投与群）で

すます高度となり，このさいAICuhclをOf：J’1］すると　　¢k　Aleohol併∫ll例」に肝細胞の1芽li　yll変性が’警明であつ

極めて醐度の障轡がおこることが明らかとなつた。こ　　　た。

れらの機能障省は実際に肝の病理組織単｝杓検査によっ　　　5）腎組織所見では荊ll尿管上皮の変性力認められた

ても裏づけられ，肝には肝細｝1・！の変性壊死像が認めら　　f列があった。しかし瞥機能検1駐ではll縣しい変化鳶認め

れた。久保田③は石灰縮．妨え働物で肝臓・11のグ　なか効⑪

リローゲンの消失なみとめ，Alcoh〔｝1もまた肝1戴中の　　　6，　ラットに了了灰鯛：濾液な経rl的に投・り・すると、

グリローゲンを移動せしめることから，この両誘の作　　　体軍増加が開．ll　ecれた。さ1三，に石灰m｛1にAlcohQlを

用が加鷺して強い症状をおこすのではないかと汚察し　　　併用すると，イイ重噌加は一雪辮しく阻1多された。

ているo　これらの1硅鎚からも石阪烈1ψこよゐ肝随磁

は謙i灰榊擁おL．・・てかなり勲な役割鮪す7．，　なお本言敏の要旨は瀦2咽El糠理学余（聯128

と思われる。一・力腎にたいしては，その障II渡駄比1咬　　fト）および箔9『胴本ll鯉学会繊11醐験（昭和2助三）

的少く，機能検査で色非5排ll［1：の遊延をみた1列はL例に　　　で発嚢した。

とどまり．また死亡例で腎細眠管上皮の変ikをみとめ

燗輔つたが，例拠少く爾1火欄。よる1轄と　稿榔オ・る賄たり御構゜櫛潟勲まわ硫翻
は縦し蜘．ま蜘字夜1象にたいしては沙数例“CI．’、lrt1．　汗｝鰍1・に欄｛いたします・’な繊i轍織に関して御

球数および絶欄，峨少力蹴雌が，大鍬伽　鋤を云・翻つた本拗一病職1鋤綴に感謝いた
購勲く，徽糠臆痴、1夜ないしは齢欝に　はす・また本研究賄たり獺正切をいただいたi㈱
1轄齢よぼすと購えられな、、．Si。bert①はT），　’ll’　伽二獄会祉に深騰謝醜戴ます・

ギに石騰綱纏帳時　1販入させるt’白・鰍の　　　　文献
1購㈱d備の殺勤力：低下すること娩め・鮫　①Si。b，，t，．H．，．A，ch．　Hyg．　B、kt．，・23，335，・939

力の低下と結論している。このことは石灰窒素が直接　　　C”，Gtirtiner，　H．：Mttnch。　Med．　Wochschr．1939

血瀦として働くというより1淵「1：｝齢含ts’　｛，lt体内の　④翻治良　、酬蝉医輔緻、」，141，㈱29奪

網椥搬純どの騰醐連しているので臆かろう　嚇羽，例1萬澗，剛，酬蝉医亨部腰，
か。@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，157，昭和29年　　⑥赤羽，伊r㌃蘂，中西，横川・

以上の轍から・石縢素帳鯛さらされ姓体　躰騨新報，1852丹，昭一Xil34・F・⑥J。。。b，。。，

では・慢性「購の危険はカ・勧大きいと叛られ・こ　E．，、。d　M、rt，n，en．L、，，en，0．：J．A塒，，，M。d，

れが防ll・・は二〔業中・｝の対｛牙抑1・からも腰なことと考　A，s。．，ユ39，918，1949　（ZDCavaJ］az・i．　D．，Zac．

えられる。このため作薬梨境の改謡’・とくに粉塵の飛　　chia〔2〕，3，581，1940　⑧久保則重孝：最近の職

徴を最少限にとどめることが必要であり，事実吸塵装　　　業病，p．88，東芳朝西出版社，昭和23年

鐙の設麗等によつて健康障瀞の発生が減少しつっある

現状はこれを裏書きするものであろう。　　　　　　　　　H

　　　　　　総　　括

　イヌに石灰室素（主成分Calciurn　cyanamide）を

長期速続経口投与し，さらにAlcoh〔｝1を併用し，血液

像・肝機能等におよぱす『チ響を観察した。

　1）大量の石灰窒索を与えると消化器症状，全身状


